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	合理的配慮のQ&A
	障がい学生支援
	のご案内
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	障がい学生支援とは
	修学上の支援について
	　学生相談室では、障がいのある学生の修学に関する相談に応じ、
	他の学生と平等に教育を受ける機会を保障するための調整を行っています。
	支援対象
	障害や病気、その人を取り巻く環境（社会的な壁）によって、大学での生活や学習に継続的な困りごとが生じている学生。
	具体的には、以下のような障害や病気のある学生を対象としています。
	・身体障害
	・知的障害
	・精神障害（発達障害）
	・慢性疾患
	・難病
	・その他の機能障害　　など

	支援例
	【すべてに共通】
	・修学に関する相談、連携
	【聴覚障害・視覚障害】
	・補聴援助機器の使用許可
	・音声認識の修正
	　など
	【肢体不自由】
	・送迎車の駐車場の利用許可
	　など
	【精神障害・発達障害】
	・授業や試験時の環境調整
	　→座席の位置調整、途中入退室
	　　周囲の刺激を減らすための調整
	　など
	①相談・申込

	支援の流れ
	②面談
	⑥振り返り
	③申請
	⑤内容の確認
	④協議
	約30～50分
	対面orメール
	約1～2週間
	月1～半期に1回




